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「
農
学
」の
魅
力
が
詰
ま
っ
た

本
学
の
展
示
、多
く
の
高
校
生

や
関
係
者
が
訪
れ
た

魅力ある森で地球規模の気象変動を実感も
こ
こ
で
は
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
。

フ
ァ
イ
ン
・
ト
レ
ー
ル
は
、

全
長
約
５
キロ
メートル
の
散
策
路
で

森
林
を
堪
能
す
る
ば
か
り
で

は
な
く
網
走
湖
や
能
取
湖
な

ど
の
自
然
景
観
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。２
０
０
２
年

よ
り
学
生
と
教
職
員
に
よ
っ

て
、
一
次
産
業
に
お
け
る
生

産
現
場
と
の
共
生
お
よ
び
調

和
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
と
し
て
東
京
農
大
の

実
学
主
義
の
観
点
か
ら
始
め

東
京
農
大
北
海
道
オ

ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

多
く
の
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
と
は
桁
違
い
の
魅
力
が

あ
る
。
網
走
の
観
光
地
の
一

つ
と
し
て
名
高
い
天
都
山

か
ら
ほ
ど
近
く
、
そ
の
山
並

み
連
な
る
場
所
に
整
備
さ

れ
て
い
る
。
正
門
に
向
か

う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
接
し
て

教
育
と
研
究
に
機
能
す
る

圃
場
が
こ
の
度
整
備
さ
れ

た
。
重
厚
感
あ
る
研
究
棟
な

ど
の
施
設
を
囲
む
よ
う
に

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら
寄
せ

る
風
雪
に
晒
さ
れ
な
が
ら

も
肥
大
と
伸
長
に
よ
っ
て

成
長
し
た
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ト
ド

マ
ツ
、
ヤ
チ
モ
ダ
、
シ
ナ
ノ

キ
、
シ
ラ
カ
ン
バ
な
ど
の
大

径
木
が
聳
え
立
つ
魅
力
の
森

林
の
小
道
、“
フ
ァ
イ
ン
・
ト

レ
ー
ル
”
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
大
径
木
の
木
口
面
を
観

察
す
る
と
年
輪
幅
は
狭
く
こ

の
地
の
気
候
は
こ
れ
ま
で
厳

し
か
っ
た
が
、
近
年
温
暖
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
年
輪

気
象
学
の
観
点
か
ら
読
み
解

く
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。
し

か
し
な
が
ら
、
い
ま
も
な
お

道
東
の
大
自
然
の
豊
か
さ
を

こ
の
森
林
の
至
る
所
で
実
感

で
き
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

後
世
に
地
球
規
模
の
豊
か
さ

を
残
し
て
い
く
こ
と
の
意
義

ら
れ
た
の
だ
。

さ
ま
ざ
ま
な
林
相
の
森
林

内
を
巡
る
と
オ
ジ
ロ
ワ
シ
や

オ
オ
ワ
シ
が
上
空
を
勇
壮
に

飛
び
交
う
と
と
も
に
ク
マ
ゲ

ラ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ム
ク

ド
リ
な
ど
の
野
鳥
の
ほ
か
樹

幹
を
素
早
く
駆
け
上
る
エ

ゾ
リ
ス
、
林
床
の
獣
道
か
ら

キ
タ
キ
ツ
ネ
や
エ
ゾ
シ
カ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
野
生
動
物
が

顔
を
覗
か
せ
る
こ
と
も
あ

る
。
フ
ァ
イ
ン
・
ト
レ
ー
ル

内
の
一
部
は
ウ
マ
や
エ
ゾ
シ

カ
な
ど
の
放
牧
場
も
整
備
さ

サ
ー
ク
ル
に
入
会
し
、
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
充

実
し
た
学
生
生
活
を
お
く

り
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し

い
日
々
で
し
た
。
生
協
の

前
に
あ
っ
た
一
番
飯
の
丼

ぶ
り
や
ア
ミ
の
大
盛
り
の

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
が
今
で
も

食
べ
た
い
で
す
！
思
い
出

す
の
は
大
学
１
年
生
の
秋
、

は
じ
め
て
の
収
穫
祭
の
前

夜
祭
で
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
演
技

す
る
全
学
応
援
団
の「
団
結

節
」で
す
。
そ
の
迫
力
に
深

立
川
晴
の
輔
さ
ん
が
４

月
、
日
本
テ
レ
ビ
「
笑
点
」

の
新
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ

た
。
１
９
９
６
年
、
農
学

部
農
業
経
済
学
科
卒
業
の

晴
の
輔
さ
ん
か
ら
、
当
時

を
振
り
返
っ
た
コ
メ
ン
ト

が
届
い
た
。

「
私
が
東
京
農
大
へ
入
学

し
た
の
は
１
９
９
２
年
の

春
で
す
。
早
い
も
の
で
32

年
前
に
な
り
ま
す
。
落
語

研
究
会
と
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
同
好
会
と
い
う

く
感
動
し
ま
し
た
。
私
も

今
、
古
典
落
語
と
い
う
伝

統
芸
能
を
や
っ
て
お
り
ま

す
。
伝
統
を
継
承
す
る
素

晴
ら
し
さ
、
難
し
さ
、
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
る
の
で
、

私
は
全
学
応
援
団
の
皆
さ

ん
を
応
援
し
ま
す
、
そ
し

て
私
を
応
援
し
て
く
だ
さ

い
！！
最
後
に
学
生
の
皆
さ

ん
、
大
学
生
活
は
今
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
農
大
を
隅

か
ら
隅
ま
で
味
わ
っ
て
、

楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
く

だ
さ
い
！！
」

立
川
晴
の
輔
さ
ん
の
よ

う
に
、
学
生
た
ち
に
は
東

京
農
大
を
隅
々
ま
で
楽
し

み
尽
く
し
て
も
ら
い
た
い
。

高
大
連
携
水
域
教
育
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
５
月
25
日
、
本

学
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
大
阪

学
園
大
阪
高
等
学
校
で
開
催

さ
れ
た
。
こ
れ
は
大
阪
高
等

学
校
の
呼
び
か
け
で
本
学

と
近
畿
大
学
の
コ
ラ
ボ
に

よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、
高

校
側
主
催
で
高
大
が
連
携
し

た
取
り
組
み
と
し
て
先
進
的

な
試
み
で
あ
る
。
日
本
が
抱

え
る
水
域
系
の
課
題
に
触

れ
る
こ
と
を
狙
い
に
、
第
一

部
で
は
「
本
当
に
あ
っ
た
！

め
っ
ち
ゃ
オ
モ
ロ
イ
“
養

殖
”
と
“
増
殖
”
の
世
界
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
両
大
学

の
教
員
が
講
演
し
た
。
本
学

か
ら
は
海
洋
水
産
学
科
の
千

葉
晋
教
授
が
、
自
然
と
調
和

し
た
持
続
可
能
な
漁
業
と
し

て
「
増
殖
」
の
魅
力
を
高
校

生
達
に
伝
え
た
。
第
二
部
で

は
「
“
農
学
”
を
知
る
」
を

「
増
殖
」の
魅
力
、持
続
可
能
な
漁
業
の

あ
り
方
を
考
え
る

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
展
示
を
行

い
、
本
学
が
展
開
す
る
多
様

な「
農
学
」の
面
白
さ
を
説
い

た
。な

お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
生
物
産
業
学
部
が
展
開
す

る
高
大
連
携
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
学
」
の
基

礎
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で

も
あ
り
、
７
月
に
は
北
海
道

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

【
下
井
岳(

北
方
圏
農
学
科

教
授)

高 大 連 携
水 域 教 育
シンポジウム

“
養
殖
”と

“
増
殖
”の

世
界

落
語
家
の
立た

て
か
わ川

晴は
れ
の
す
け

の
輔
さ
ん
が

日
本
テ
レ
ビ「
笑
点
」の
新
メ
ン
バ
ー
に

れ
て
い
る
。
高
台
か
ら
は
知

床
連
山
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を

臨
む
こ
と
が
で
き
キ
ャ
ン
パ

ス
と
一
体
化
し
た
立
地
か
ら

学
生
の
実
習
や
調
査
に
も
利

用
さ
れ
て
い
る
。
私
自
身
学

長
職
を
遂
行
し
な
が
ら
昼
休

み
に
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ
ケ
、
ハ

ナ
ビ
ラ
タ
ケ
、
ヤ
マ
イ
グ
チ

な
ど
の
き
の
こ
を
観
察
す
る

と
と
も
に
森
の
妖
精
の
気
分

と
な
っ
て
鋭
気
を
養
う
こ
と

も
あ
る
の
だ
。
私
の
フ
ァ
イ

ン
・
ト
レ
ー
ル
探
索
に
終
焉

は
な
い
。【
文
・
江
口
文
陽

（
学
長
）、
写
真
・
阿
部
雄
介
】

ファイン・トレール内の散策コースに生育するハナビラタケ

オホーツクならではの動植物を堪能
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本
年
、東
京
農
業
大
学
地
域

環
境
科
学
部
造
園
科
学
科
は
、

前
身
の
東
京
高
等
造
園
学
校

創
立
か
ら
１
０
０
周
年
を
迎

え
た
。
記
念
事
業
遂
行
の
た

め
の
募
金
に
、
こ
れ
ま
で
に

多
く
の
寄
付
を
頂
い
た
こ
と

に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

る
。
５
月
18
日
に
開
催
し
た

１
０
０
周
年
式
典
に
は
、
国

内
外
か
ら
卒
業
生
約
８
０
０

名
が
出
席
し
た
。
学
生
達
が

企
画
し
た
演
舞
お
よ
び
映
像

に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
に
続
き
、
創
立
御
三

家
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

さ
ら
に
江
口
文
陽
理
事
長
・
学

長
、
柳
井
重
人
日
本
造
園
学

会
長
、
伊
藤
康
行
国
土
交
通

省
都
市
局
公
園
緑
地
・
景
観
課

長
、
萬
歳
章
校
友
会
長
か
ら

祝
辞
を
頂
い
た
。
続
く
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
“
農
大
造
園
の

１
０
０
年
を
振
り
返
り
、
次

の
１
０
０
年
を
展
望
す
る
”

と
題
し
、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。
記
念
祝
賀
会
は
、

進
士
五
十
八
緑
友
会
長
、
和

田
新
也
（
一
社
）日
本
造
園
建

設
業
協
会
長
、
大
場
淳
一
教

育
後
援
会
長
に
よ
る
ご
挨
拶

に
始
ま
り
、
鏡
開
き
を
経
て
、

卒
業
生
同
士
が
懇
親
を
深
め

た
。【
荒
井
歩（
造
園
科
学
科

学
科
長
）】

東
京
農
大
が
日
本
工
営

㈱
、
㈱
日
健
総
本
社
と
共
同

開
発
す
る
「
土
壌
藻
類
を
活

用
し
た
自
然
回
復
技
術
の

実
装
」
が
、
第
51
回
環
境
賞

造園科学科１００周年
こ
れ
か
ら
の
１
世
紀
に
向
け
た

　
　
　
　
　

新
た
な
歩
み
が
ス
タ
ー
ト

国
際
食
料
情
報
学
部
が
、国
立
屏
東
科
技
大
学
農
学
院

農
学
部（
台
湾
）と
学
部
間
学
術
協
定
を
締
結

に
お
い
て
最
高
峰
の
「
環
境

大
臣
賞
」
を
受
賞
し
た
。
環

境
賞（
国
立
環
境
研
究
所
・

日
刊
工
業
新
聞
社
共
催
、
環

境
省
後
援
）は
、
１
９
７
４

年
に
創
設
さ
れ
、
環
境
保
全

や
環
境
の
質
の
向
上
に
貢

献
し
時
代
の
要
請
に
応
え

る
優
れ
た
取
組
が
表
彰
さ

れ
て
き
た
。
第
51
回
環
境
賞

に
は
過
去
最
高
の
72
件
の

応
募
か
ら
、
環
境
大
臣
賞
１

件
、
優
秀
賞
１
件
、
優
良
賞

３
件
が
選
定
さ
れ
た
。
東
京

農
大
は
、
２
０
２
２
年
２
月

24
日
に
二
社
と
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
、
土
壌
藻
類
を

土
木
資
材
と
し
て
土
砂
災
害

国
際
食
料
情
報
学
部
は
３

月
26
日
に
、
台
湾
南
部
の
高

雄
市
近
郊
に
あ
る
国
立
屏
東

科
技
大
学
農
学
院（
農
学
部
）

と
学
部
間
学
術
協
定
を
締
結

し
た
。
屏
東
科
技
大
は
日
本

統
治
時
代
の
１
９
２
４
年
に

農
業
の
専
門
学
校
と
し
て
設

高
柳
長
直
学
部
長
、

徐
睿
良
学
部
長（
国
立
屏
東

科
技
大
学
農
学
院
）

記念祝賀会での鏡開き

立
さ
れ
、
農
学
部
の
ほ
か
獣

医
学
部
、
工
学
部
、
国
際
学

部
な
ど
７
学
部
を
擁
す
る

総
合
大
学
で
あ
る
。
本
学
部

と
の
関
係
で
は
、
２
０
０
０

年
前
後
か
ら
国
際
農
業
開
発

学
科
の
豊
原
秀
和
現
名
誉
教

授
を
は
じ
め
、
国
際
農
業
開

発
学
科
の
教
員
が
共
同
研
究

や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
訪
問
し

て
い
る
。
一
方
、
本
学
に
在

籍
・
卒
業
し
た
３
名
の
研
究

者
が
屏
東
科
技
大
の
教
員
と

し
て
勤
務
し
て
お
り
、
活
発

に
交
流
し
て
い
る
。

屏
東
科
技
大
は
本
年
11
月

に
開
学
１
０
０
周
年
を
迎

え
，
記
念
行
事
に
は
国
際
食

料
情
報
学
部
の
教
員
が
出
席

す
る
予
定
だ
。【
高
柳
長
直

（
国
際
食
料
情
報
学
部
学
部
長
）】

表
彰
状
と
盾
を
賜
る

江
口
文
陽
理
事
長・学
長

東京農大参画の「BSC工法研究」が栄冠

関東大震災（1923年）の復興には「緑を基盤としたまちづくりの
視点が必要」という志から創立された造園科学科。これからも人と
自然の共生社会を目指して邁進します。

第51回 環境賞
「環境大臣賞」を受賞

【パネリスト】
岸 孝（プレイスメディア）
田中 希依（国土交通省）
田留 健介（学術情報課程 准教授）
樋口 康成（日比谷アメニス）
細野 達哉（バイオカルチュラルデザイン）

【モデレーター】
福岡 孝則（造園科学科 教授）

シンポジウムでのパネルディスカッション

跡
地
な
ど
に
活
用
し
、
環
境

条
件
に
合
っ
た
自
然
な
植
生

形
成
を
促
進
さ
せ
る
研
究
を

共
に
推
進
し
て
い
る
。
日
健

総
本
社
が
土
壌
表
面
に
生
育

す
る
藻
類
を
水
中
で
培
養
し

土
木
資
材
化
す
る
こ
と
に
成

功
。
土
木
研
究
所
と
日
本
工

営
の
共
同
開
発
で
あ
る
侵
食

防
止
工
法
に
採
用
し
社
会
実

装
を
実
現
、
東
京
農
大
は
こ

う
し
た
技
術
に
関
す
る
研
究

を
実
施
し
た
。

授
賞
式
は
６
月
４
日
都
内

で
行
わ
れ
、
本
学
か
ら
は
江

口
理
事
長
・
学
長
と
矢
部
和

弘
森
林
総
合
科
学
科
教
授

が
出
席
し
た
。【
住
友
富
美
】

【
研
究
】氷
期
遺
存
樹
種
ハ

イ
マ
ツ
に
共
生
す
る
外
生
菌

根
菌
の
生
態
学
的
研
究

分子微生物学科 
小泉 敬彦 助教

分子微生物学科 

日本菌学会 第68回大会
奨励賞

第68回 日本作物学会
学会賞

【
研
究
】限
定
要
因
法
則
に

基
づ
く
ダ
イ
ズ
の
子
実
生

産
，
窒
素
同
化
お
よ
び
リ
ン

酸
吸
収
律
速
要
因
の
解
析

農学科
垣内 仁 教授

【
研
究
】食
品
成
分
が
調
節

す
る
代
謝
機
能
を
介
し
た
慢

性
疾
患
予
防
に
関
す
る
研
究

2023年度 飯島藤十郎
食品科学賞

食品安全健康学科
上原 万里子 教授

日本農芸化学会 2024年度大会
トピックス賞

【
研
究
】イ
ム
ノ
ス
テ
ィ
ッ

ク
法
を
用
い
た
食
物
ア
レ
ル

ゲ
ン
の
簡
便
・
高
感
度
検
出

技
術
の
開
発

食品安全健康学科
飯嶋 益巳 教授

第57回 生物工学奨励賞
（江田賞）

【
研
究
】清
酒
酵
母
の
特
性

解
明
に
関
す
る
生
化
学
的
・

遺
伝
学
的
研
究

醸造科学科
中山 俊一 准教授

【
研
究
】抗
老
化
タ
ン
パ
ク

質
を
制
御
す
る
食
品
成
分
に

関
す
る
研
究

令和6年度 日本栄養·食糧学会
 奨励賞

食品安全健康学科
井上 博文 准教授

各研究分野で受賞ラッシュ

榎
本
武
揚
像
と
横
井
時
敬
像

２
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
た
に
設
置

建
学
の
祖
榎
本
武
揚

先
生
と
初
代
学
長
横
井

時
敬
の
胸
像
が
、
厚
木

キ
ャ
ン
パ
ス
と
北
海
道

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
研
究
棟
前

で
の
記
念
撮
影

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
バ
ス

ロ
ー
タ
リ
ー
前
で
の
除
幕
式

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ

ス
に
新
設
さ
れ
た
。
胸

像
は
い
ず
れ
も
、
東
京

農
大
卒
で
㈱
ホ
テ
ル
サ

ン
バ
レ
ー
の
新
田
恭
一

郎
会
長
、
新
田
昭
代
副

会
長
の
ご
寄
付
に
よ
り

設
置
さ
れ
た
。４
月
３

日
に
厚
木
、
６
月
22
日

に
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
除
幕

式
が
行
わ
れ
、
新
田
会

長
、
榎
本
武
揚
先
生
の

子
孫
榎
本
隆
充
参
与
、

江
口
理
事
長
・
学
長
を

は
じ
め
多
く
の
関
係
者

が
出
席
。
後
世
に
先
駆

者
の
意
志
を
伝
え
て
い

く
。

【
住
友
富
美
】

日刊工業新聞社提供

（２）２０２４年（令和６年）７月２０日第１０１号



５
月
26
日
に
は
厚
木
で
、

６
月
16
日
に
は
世
田
谷
で

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催

し
た
。
厚
木
で
は
７
６
０
名

と
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る

６
月
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
前
年

同
時
期
の
２
倍
を
超
え

る
参
加
者
を
迎
え
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
フ
ァ
イ
ン
・
ト

レ
ー
ル
散
策
や
バ
ス
ツ
ア
ー

を
通
じ
て
自
然
と
触
れ
合
う

体
験
が
多
く
あ
り
、
参
加
者

か
ら
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
大
自

然
に
接
し
た
こ
と
へ
の
感
想

が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
広
く
自

然
に
面
し
た
学
部
を
体
感
し

て
「
自
分
が
学
び
た
い
こ
と

を
、
本
気
で
楽
し
く
学
べ
そ

う
」と
い
う
声
も
聞
こ
え
た
。

６
月
30
日
に

開
催
さ
れ
た
富

士
農
場
見
学
ツ

ア
ー
で
は
、
予

約
枠
が
早
期
に

埋
ま
る
な
ど
例
年
以
上
に
希

望
者
が
多
く
、
当
日
は
69
名

が
参
加
し
た
。

肉
牛
、乳
牛
、豚
、家
禽
の

学生と環境に優しい寮

受
験
生
向
け
イ
ベ
ン
ト
続
々
開
催
！
全
て
の
イ
ベ
ン

ト
で
昨
年
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
、
東
京
農
大

な
ら
で
は
の
体
験
に
満
足
度
も
高
く
、今
後
の
情
報
な

ど
も
ぜ
ひ
チ
ェッ
ク
い
た
だ
き
た
い
！

「
青
雲
寮
」の
特
長
一
つ
目

は
、
学
生
の
心
身
の
健
康
を

支
え
る
、
木
を
活
か
し
た
空

間
で
あ
る
こ
と
。「
青
雲
寮
」

に
は
農
友
会
陸
上
競
技
部

の
学
生
が
入
寮
す
る
予
定

だ
。
農
友
会
陸
上
競
技
部

の
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク（
男
子
）

は
、
箱
根
駅
伝
に
通
算
70
回

出
場
し
、
２
０
２
４
年
に
は

10
年
振
り
と
な
る
出
場
を
果

た
す
な
ど
競
技
力
向
上
に
努

め
て
い
る
。
木
の
特
性
を
活

か
し
て
心
身
と
も
に
安
ら
げ

る
快
適
な
空
間
を
つ
く
り
、

学
生
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

特
長
二
つ
目
は
、国
産
材
・

東
京
農
大
の
奥
多
摩
演
習
林

を
活
用
し
た
地
産
地
消
で
あ

る
こ
と
。
学
生
が
林
業
の
研

究
や
実
習
で
利
用
し
て
い
る

演
習
林
の
ス
ギ
は
、
食
堂
の

梁
・
柱
や
、
階
段
、
カ
ウ
ン

タ
ー
な
ど
に
使
用
。
直
接
見

た
り
触
れ
た
り
し
て
体
感
で

き
る
学
び
の
場
と
し
て
活
用

し
て
い
く
。

三
つ
目
は
、
炭
素
を
固
定

す
る
木
造
建
築
で
脱
炭
素

化
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
。

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
見
え
る
化

し
、
よ
り
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の

少
な
い
部
材
を
選
択
し
て
い

る
。
純
木
造
と
す
る
こ
と
で

木
材
使
用
量
を
増
や
し
、
建

物
全
体
で
の
炭
素
固
定
量
を

増
加
さ
せ
て
、
脱
炭
素
社
会

に
貢
献
す
る
。

「
青
雲
寮
」は
２
０
２
５
年

１
月
末
に
竣
工
、
２
０
２
５

年
２
月
以
降
で
環
境
が
整
い

次
第
、
学
生
の
入
寮
を
予
定

し
て
い
る
。
【
石
塚
真
維
】

学
⽣
寮「
青
雲
寮
」着
工

～
奥
多
摩
演
習
林
を
活
用
～

バスツアー参加者と見送る学生

生活習慣病に一役買ってくれる
定番キノコ！

　鍋や炒め物などには欠かせないシャキシャキとした歯
触りの定番きのこ。加工品にはとろみのある「なめ茸」な
どもある。低カロリーで食物繊維も多く、毎日摂取すれば
コレステロールや中性脂肪の値が減り生活習慣病の予防
にもなるとのこと。
　そこで、江口学長がすすめる毎日手軽に摂取できる
「えのき氷」を紹介する。味噌汁やスープ、カレーや煮物
などにポンと入れるだけでＯＫ！気になる方はチェックし
てみては。� 【文・寺田守一、写真・江口文陽（学長）】

浪
江
町
の
圃
場
で
の
田
植
え
実
習

話
題
沸
騰
！
企
画
展
示「
美
し
き
土
壌
の
世
界
展
」

来
場
者
を
迎
え
、
施
設
見
学

ツ
ア
ー
や
学
生
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
大
根
収
穫
体
験
も
満

員
の
人
気
ぶ
り
だ
っ
た
。
世

田
谷
で
は
１
６
７
３
名
の

来
場
が
あ
り
、
学
内
見
学
ツ

ア
ー
、
研
究
室
ツ
ア
ー
等
で

賑
わ
い
を
見
せ
、
施
設
の
充

実
さ
や
学
生
・
教
職
員
の
雰

囲
気
に
対
す
る
好
評
の
声
も

多
く
あ
っ
た
。

４
部
門
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
見
学
。
日
帰
り
ツ
ア
ー
の

た
め
農
場
滞
在
時
間
こ
そ
少

な
い
も
の
の
、
搾
り
た
て
の

牛
乳
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
際
に

は「
お
い
し
い
」と
い
う
声
が

多
く
満
足
し
て
い
た
だ
け
た

よ
う
だ
っ
た
。【

石
塚
真
維
】

“
原
発
被
災
地
”
福
島

県
浪
江
町
で
行
っ
て
い
る

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
機
構

に
よ
る
「
復
興
知
」事
業
は
、

２
０
１
８
年
度
の
取
り
組
み

開
始
か
ら
今
年
で
７
年
目

を
迎
え
て
い
る
。
２
０
２
１

年
度
か
ら
は
『
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
型
農
業
・
農
村
総
合

活
性
化
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』と
し
て
基
幹
産
業
で
あ

地
球
環
境
の
悪
化
が
懸
念

さ
れ
る
今
、
持
続
可
能
な
開

発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達

成
に
向
け
た
重
要
な
取
り

組
み
に
お
い
て
、「
土
壌
」は

る
農
業
の
新
規
就
農
者（
雇

用
就
職
も
含
む
）や
地
域
の

活
性
化
を
担
う
人
材
育
成
を

目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
い
る
。

５
月
12
日
は
３
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
参
加
し
た
学
生
40
名

が
町
内
２
カ
所
に
分
か
れ

て
田
植
え
を
行
い
、
農
業
生

産
法
人
・
舞
台
フ
ァ
ー
ム
の

圃
場
で
は
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ

マ
の
社
員
や
地
元
関
係
者
な

特
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
。
特
に

土
壌
へ
の
炭
素
隔

離
は
、
日
本
が
目

指
す
２
０
２
５
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
達
成
に
お

い
て
重
要
な
技
術
的
課
題

で
あ
る
。
本
企
画
で
は
、
森
、

畑
、田
ん
ぼ
、山
、平
地
な
ど

様
々
な
地
域
や
環
境
か
ら
集

め
た
土
壌
モ
ノ
リ
ス
を
一
堂

に
展
示
し
、
そ
の
多
様
性
と

美
し
さ
を
体
感
で
き
る
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
解
説
を
掲
載

し
、
展
示
解
説
は
最
小
限
に

し
て
視
覚
的
な
体
験
を
重
視

し
た
展
示
と
な
っ
て
い
る
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
「
美

し
き
土
壌
の
世
界
」を
体
感

し
に
来
て
も
ら
い
た
い
。
展

示
は
８
月
31
日
ま
で
。

【
加
藤
拓（
農
芸
化
学
科
教

授
）】

ど
約
１
０
０
名
で
田
植
え
を

行
っ
た
。
秋
の
収
穫
後
に
は

復
興
の
象
徴
と
し
て
「
浪
江

復
興
米
」と
銘
打
っ
た
米
の

販
売
を
道
の
駅
等
で
行
う

予
定
で
、
こ
れ
ま
で
も
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
に
は
学
生

の
ア
イ
デ
ア
が
採
用
さ
れ
る

な
ど
、
様
々
な
成
果
を
生
ん

で
い
る
。

【
菅
原
優（
自
然
資
源
経
営

学
科
教
授
）】

「
食
と
農
」の
博
物
館

東
日
本
復
興
支
援
事
業

継
続
し
て
７
年
目

５
月
13
日
、
東
京
農
大
学
生
寮「
青
雲
寮（
せ
い
う
ん
り
ょ
う
）」の

地
鎮
祭
を
行
っ
た
。
東
京
農
大
が
所
有
す
る
奥
多
摩
演
習
林
の
国
産
材

を
活
用
し
た
木
造
３
階
建
て
の
準
耐
火
構
造
建
築
で
、
住
友
林
業
㈱
が

設
計
・
施
工
を
行
う
。

東京農大を知るイベント 好評博す

キャンパス
ツアー

富士農場
見学ツアー

オープン
キャンパス

in
 北海道オホーツク

鍬入れをする江口文陽理事長

牛舎で説明を受ける参加者
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両角さんとゴルゴンダ（慶応大馬匹）

1部・2部入替戦勝利 第73回全日本大学野球選手権大会出場

農友会活動

令
和
６
年
度
北
海
道

学
生
野
球
Ⅰ
部
春
季

リ
ー
グ
戦
に
お
い
て
、

７
季
連
続
37
回
目
の
優

勝
を
果
た
し
、
第
73
回

全
日
本
大
学
野
球
選
手

権
大
会
に
５
大
会
連
続

20
回
目
の
出
場
を
果
た

し
た
。

初
戦
は
６
月
11
日
に

明
治
神
宮
野
球
場
に
て

阪
神
大
学
野
球
連
盟
代

表
の
天
理
大
学
と
対

戦
と
な
っ
た
。
初
回
に

４
番
良
元
優
斗（
自
然

３
年
）の
タ
イ
ム
リ
ー

ヒ
ッ
ト
で
１
点
を
先

制
し
、
序
盤
は
本
学
の

世
田
谷
硬
式
野
球
部

は
、
令
和
６
年
度
東
都

大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ

戦
２
部
リ
ー
グ
に
お

い
て
９
勝
３
敗（
勝
ち

点
４
）の
成
績
を
お
さ

め
24
年
ぶ
り
と
な
る

リ
ー
グ
優
勝
を
果
た
し

た
。
続
く
６
月
25
〜
27

日
に
行
わ
れ
た
入
替
戦

で
は
、
古
豪
・
駒
澤
大

を
相
手
に
第
1
戦（
１

-

５
）
こ
そ
落
と
し
た

も
の
の
、第
２
戦（
６-

２
）、
第
３
戦（
12-

１
）

と
勝
利
し
、
２
勝
１
敗

と
し
て
31
年
ぶ
り
と
な

る
１
部
復
帰
を
果
た
し

ペ
ー
ス
で
試
合
を
進
め
た
。

し
か
し
４
回
、
粘
投
し
て

い
た
先
発
投
手
の
神
宮
僚

介（
自
然
３
年
）
が
相
手
打

線
に
捕
ま
り
逆
転
を
許
し
、

そ
こ
か
ら
一
気
に
天
理
大
の

流
れ
と
な
り
、
２
番
手
投
手

の
渡
辺
恵
多（
自
然
３
年
）、

３
番
手
投
手
の
佐
々
木
聖
和

（
自
然
２
年
）
も
流
れ
を
止

め
ら
れ
ず
、
１
対
８
で
初
戦

敗
退
と
な
っ
た
。

明
治
神
宮
野
球
場
に
は
多

く
の
学
生
、
教
職
員
、
卒
業

生
、
関
係
者
が
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
全
学
応
援
団
と

共
に
ご
声
援
い
た
だ
い
た

こ
と
を
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
助
監
督
嶋
田
達
郎
】

た
。
な
お
、
２
部
リ
ー
グ
で

は
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
岡
部
大
輝（
投

手
、
ビ
ジ
ネ
ス
２
年
）、
ベ
ス

ト
ナ
イ
ン
に
古
川
朋
樹（
内

野
手
、
森
林
４
年
）、
當
山
航

大（
外
野
手
、
造
園
２
年
）が

選
ば
れ
た
。
ま
た
、
決
戦
と

な
っ
た
入
替
戦
第
３
戦
で

は
エ
ー
ス
長
谷
川
優
也（
経

済
４
年
）が
熱
投
で
完
投
し

（
３
安
打
１
失
点
）、
打
線
は

３
塁
打
５
本
を
含
む
18
安
打

12
点
の
猛
攻
を
見
せ
圧
倒
し

た
。
入
替
戦
で
は
平
日
に
も

関
わ
ら
ず
学
生
、
教
職
員
を

は
じ
め
多
数
が
来
場
さ
れ
、

全
学
応
援
団
の
凛
と
し
た
応

援
の
も
と
熱
い
ご
声
援
を

い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し

て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

【
部
長
畑
中
勝
守
】

北海道学生野球Ⅰ部春季リーグ戦優勝東都大学野球春季 2部リーグ戦優勝

硬式野球部 躍進世田谷
オホーツク農友会

（後左）木下・松澤・髙橋・石川 (前左）山下・石川・佐藤

第
１
０
３
回
東
日
本
学
生

相
撲
選
手
権
大
会
が
、
６
月

９
日
、
両
国
国
技
館
で
行
わ

れ
、
東
京
農
大
は
、
準
優
勝

の
好
成
績
を
上
げ
た
。

団
体
Ａ
に
出
場
し
た
東
京

農
大
は
、
専
修
大
、
明
治
大
、

拓
殖
大
、
中
央
大
を
下
し
、

準
決
勝
で
は
、
優
勝
候
補
の

東
洋
大
か
ら
木
下
優
希（
森

第
１
０
３
回

東
⽇
本
学
⽣
相
撲
選
⼿
権
⼤
会

Ａ
ク
ラ
ス
団
体
戦
で
準
優
勝

林
３
年
）、
佐
藤
貴
規（
工
学

４
年
）、石
川
剛（
開
発
４
年
）

が
勝
点
を
上
げ
、
決
勝
戦
進

出
を
果
た
し
た
。

決
勝
戦
で
は
、
日
体
大
に

敗
れ
た
も
の
の
秋
の
全
日
本

学
生
選
手
権
大
会
に
向
け
て

確
か
な
手
ご
た
え
が
感
じ
ら

れ
た
。
ま
た
、
個
人
戦
で
は

佐
藤
貴
規
が
、
ベ
ス
ト
８
ま

で
勝
ち
進
ん
だ
。

【
監
督
安
井
和
男
】

相撲部

５
月
10
日
〜
12
日
に
Ｊ
Ｒ

Ａ
馬
事
公
苑
で
行
わ
れ
た

「
第
96
回
関
東
学
生
馬
術
選

手
権
大
会
」
に
お
い
て
、
農

友
会
馬
術
部
が
好
成
績
を
収

め
た
。

主
将
の
両
角
春
翔（
経
済

４
年
）
が
優
勝
を
果
た
し
、

川
上
真
生（
ビ
ジ
ネ
ス
１
年
）

が
５
位
入
賞
、
末
吉
響（
ビ

第
96
回

関
東
学
⽣
馬
術
選
⼿
権
⼤
会

両
角
春
翔
さ
ん
が
優
勝

ジ
ネ
ス
３
年
）が
10
位
と
健

闘
し
た
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
の
影
響
で
し
ば

ら
く
利
用
で
き
て
い
な
か
っ

た
馬
事
公
苑
で
の
練
習
を
昨

年
12
月
よ
り
再
開
。
よ
り
実

践
的
な
練
習
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
今
、
10
月
末
か
ら

11
月
に
か
け
て
行
わ
れ
る
大

一
番
、
全
日
本
学
生
馬
術
大

会
で
の
活
躍
に
も
期
待
し
た

い
。

【
石
塚
真
維
】

馬術部

「一射入魂！」的に向かう女子部員の勇姿

６
月
15
〜
16
日
に
日
本
武

道
館
で
行
わ
れ
た
「
第
54
回

全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大

会
」
に
お
い
て
、
弓
道
部
女

子
部
は
団
体
の
部
で
第
４
位

の
好
成
績
を
収
め
た
。

今
大
会
団
体
戦
に
は
、
蝦

名
優
花（
微
生
物
２
年
）・
根

元
楓（
健
康
４
年
）・
河
尻
佳

純（
健
康
４
年
）が
出
場
し
、

第
54
回

全
関
東
学
⽣
弓
道
選
⼿
権
⼤
会
で

女
子
部
が
第
4
位
を
獲
得

予
選
通
過
後
、
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
は
法
政
大
、
日
本

大
、
桜
美
林
大
と
、
東
京
都

リ
ー
グ
の
強
豪
校
に
次
々
と

競
り
勝
ち
準
決
勝
に
進
ん
だ

が
、
惜
し
く
も
今
大
会
の
優

勝
校
で
あ
る
筑
波
大
に
敗
れ

た
。夏

の
全
日
本
学
生
弓
道
選

手
権
お
よ
び
秋
の
リ
ー
グ
戦

に
向
け
、
確
か
な
手
ご
た
え

が
得
ら
れ
た
大
会
と
な
っ
た
。

【
部
長
井
形
雅
代
】

弓道部

オホーツク硬式野球部世田谷硬式野球部

全
国
へ
の
挑
戦
続
く

歓
喜
の
１
部
復
帰

熱
戦
を
制
し
勝
利
を
讃
え
あ
う

選
手
た
ち

力
投
し
た
先
発
の
神
宮
僚
介
投
手
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